
 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構 鳥羽商船高等専門学校 

体 験 学 習 選 抜 (商船学科)と  は 
体験学習選抜は、提出された調査書、志望理由書と、本校が行う体験学習、感想

文、面接の総合判定により入学者を選抜します。

 

募募  集集  人人  員員  
  体験学習選抜及び推薦選抜を合わせた募集人員は、入学定員の８５％を超えないものとし

ます。 

  

出出  願願  資資  格格  
  下記の各要件に該当し、特に船・海に興味があり、本校への入学意志が強固な者とします。 

(１) 次のいずれかに該当する者 

①令和５年３月に中学校卒業見込みの者 

②令和５年３月に義務教育学校を卒業見込みの者 

③令和５年３月に中等教育学校の前期課程を修了見込みの者 

④令和５年３月に文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして 

認定した在外教育施設の当該課程を修了見込みの者 

(２) 商船学科の「身体基準」を満たす者 

(３) 学業成績が、中学校第２学年と第３学年において９科目の評定がすべて３以上である

こと）。 

  ※体験学習選抜に出願する者は、推薦選抜に出願することはできません。 
 

入入  試試  日日  程程  
(１) Web 出願エントリー期間 

    令和４年１２月８日（木）～１２月２１日（水） 

(２) 出願書類受付期間 

    令和４年１２月１５日（木）～１２月２１日（水） 

(３) 検査日 

      令和５年  １月１４日（土） 

(４) 合格発表日 

令和５年 １月２０日（金） 

 

選選抜抜のの実実施施方方法法  
 提出された調査書、志望理由書及び本校が行う体験学習、感想文、面接の総合判定によ 

り行います。 

 

 

 

 

詳細は「令和５年度学生募集要項」をご覧ください。

令和 5 年度  体験学習選抜の概要 



 
 

 

 

 

令和２年度 
 
●テーマ 

 海洋調査船のことを知ろう！ 
 

●用意されるもの 

調査船模型キット、製作手順書、ニッパ、

接着剤、メモ用紙、筆記用具、参考資料 

 

 

●体験学習の内容 
 船と呼ばれるものには色々な種類がありま

す。その中でも海洋調査船を対象に、グルー

プ内で模型船を分担して製作する課題に取り

組みます。対象とした調査船は地球深部探査

船の「ちきゅう」で、舵の代わりとして６つ

のスラスタがあり、船体の中央には掘削やぐ

らが組んである、など様々な特徴があります。

この船の模型製作に取組んだ後に、「ちきゅ

う」が実際に行っている調査の内容などにつ

いて、配布される資料を参考にして学びます。

また、未来の海洋調査船で調べたいこと、調

べられたら良いと思うことをグループで話し

合います．グループでの模型船製作や資料を

もとにした話し合いなど、海洋調査船につい

て体験を通じて学習します． 

●出題のねらい 
船員にとって自分で考えたことをわかりや

すく説明し、仲間に理解してもらおうとする

ことはとても大切です。課題をグループ単位

でこなしてもらい、どのように役割分担をす

るか、それぞれの役割を積極的にこなしてい

るか、課題をどのように協力して解決してい

くか、そのプロセスを重視します。リーダー

シップや協調性、前向きな姿勢、コミュニケ

ーション力を評価します。 

●ここがポイント！ 
 「船乗り」として、中学生段階でできるこ

とを体験してもらうことを目指した課題です。

グループ内で協力しながら意見をまとめられ

るか、また最後まであきらめずにやりとげる

ことができるかが重要です。 

 この選抜で与えられる課題は、正解を得

ることが目的ではなく、各自が一生懸命考え、

グループのみんなとコミュニケーションをと

れることが重要となります。 

 
令和３年度 
 
●テーマ 

 船で運ばれるものについて知ろう！ 
 

●用意されるもの 

 物品カード、書類ケース、参考資料など 

 

●体験学習の内容 
 私たちの生活で欠かせない様々なものは、

船や航空機で外国からも運ばれてきます。し

かし、日本国内の生態系や日本に住む人々に

とって有害な虫や病気も運んでくることもあ

ります。そこで、「船で運ばれるもの」につ

いて貿易と検疫（検査）の授業を聞き、検査

が必要となるものと、その理由、また検査を

しなければどのような危険があるのかを、実

際に物品名を挙げ考察します。初めに講義形

式で船での輸出入と、それにまつわる検査に

ついて学習します。次に、グループに分かれ

て１人ずつ異なる物品の絵が描かれたカード

を使用し、その描かれた物品に検査が必要か

グループで話し合いをします。 

●出題のねらい 
船員にとって自分で考えたことをわかりや

すく説明し、仲間に理解してもらおうとする

ことはとても大切です。課題をグループ単位

でこなしてもらい、どのように役割分担をす

るか、それぞれの役割を積極的にこなしてい

るか、課題をどのように協力して解決してい

くか、そのプロセスを重視します。リーダー

シップや協調性、前向きな姿勢、コミュニケ

ーション力を評価します。 

●ここがポイント！ 
 日頃から自分の身近なものに対して疑問を

持ち、なぜだろうと考えることは船乗りとし

て大切です。グループで話し合い、課題点を

見つけて協力して考えを出し、異なる意見を

まとめられるか、またそれを最後までやり遂

げられるかが重要です。 

この選抜で与えられる課題は、正解を得る

ことが目的ではありません。各自が一生懸命

考え、互いに意見を交わしあい、グループ内

でコミュニケーションをとれることが重要と

なります。 

 
令和４年度 
 
●テーマ 

 船の世界を学ぼう 
 

●用意されるもの 

 参考資料、メモ用紙など 

 

●体験学習の内容 
 船の世界では、安全に物や人を運ぶために

色々な法律、ルール、決まりがあります。目

に見える境界がない海を行き来する船は、世

界共通の沢山のルールを守っています。そこ

で、船を運航するための役割分担、船員とし

ての資格・資質、船を安全に運航する際に必

要なルール、の３つのテーマについて考えて

もらいます。それぞれのテーマについて、ま

ず、船に関する様々なデータ、教科書、法律

などの用意された参考資料を用いて個人とし

ての意見をまとめます。次にグループディス

カッションを行って、個人の意見を共有しま

す。最後にテーマに対するグループとしての

答えを導きだしてもらいます。 

●出題のねらい 
船員は、船という限られた空間で仲間と仕

事・生活を共にします。したがって、自分で

考えたことをわかりやすく説明し、仲間に理

解してもらおうとすることはとても大切です。

設定されたテーマについて自分の考えをまと

め、グループディスカッションをすることで、

テーマに対する答えまでどのようにたどり着

けるのか、そのプロセスを重視します。リー

ダーシップや協調性、前向きな姿勢、コミュ

ニケーション力を評価します。 

●ここがポイント！ 
 普段何気なく生活している中にも船乗りと

して大切なことが色々あります。課題点を見

つけ、グループで協力しながら話し合い、異

なる意見をまとめて解決策にたどり着くこと

が重要です。 

この選抜で与えられる課題は、正解を得る

ことが目的ではありません。各自が懸命に考

え、互いに意見を交わしあえること、グルー

プ内の誰とでもコミュニケーションをとれる

ことが重要となります。 

 
 

商船学科 体験学習の課題 
 


